
 
 

 



 
 

 
 



 
未接続の可能性がある部分を確認してもすべて緩みなく接続されているが、漏れチェックエラ

ーが発生していた。 

 

 
動作確認をすると、積層型ダイアライザ使用時では②を満たすことができずにエラーが発生し

ていることが分かった。その原因として、積層型ダイアライザに生じる半透膜の移動が関係して

いるのではないかと考えたが、血液回路および透析装置の密閉性は保たれていることから影響



は少ないものと思われた。 

そこで次に、プライミング時の工程の違いに着目することにした。 

 

 
 

 
 



 
基本的にドライタイプである積層型ダイアライザに対して開封後の状態でガスパージを実施

すると、その圧力により隣接した半透膜が密着することで血液側の流路を塞いでしまうため、プ

ライミングの実施が困難な状態になる。 

しかし、昇圧機能を実施することで半透膜が開いた状態を維持しておくことができるため、ス

ムーズなプライミングが可能となる。 

 

 



 
 

 
 



 

 

 

 


